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ポンペオ・バトーニの《イエスの聖心》について
蜷 川 順 子
序
本論で扱う「聖心」とは，とくにカトリックの信仰の場で見られる，血が流
れ出す傷があるハート形の記号的イメージのことで，茨が巻き付けられたり，
上部から炎が吹き出していたり，さまざまなヴァリエーションがある1)。2017
年に上梓した『聖心のイコノロジー』において，造形イメージとしての聖心図
像の登場を，現存する作例から見て15世紀初頭ではないかとした。その背景
に，コンコミタンス（併存理論）説が優勢だったコンスタンツ宗教会議
（1414-1418年）前後の，宗教的現場での実態が作用していたのではないかと考
えたためである2)。世俗社会におけるハート・イメージの広範な展開や圧倒的
な波及力や浸透力を背景として，宗教界でも，言語的には繰り返し言及されて
いたハート（心）の造形イメージに，主に布教的観点から，宗教的な意義を認
める人々が現れたのである3)。聖心イメージ登場の発端は，解明すべき問題と
して残っているが，少数の例外はあるものの，職業的訓練を受けた作家たちの
手になる，いわゆる芸術作品とは異なり，15世紀初頭のものとして残されてい
る素朴な木版画などから察するに，聖体の意味や祈りの内容を分かりやすく説
くために用いられた布教用イメージ群のひとつだったように思われる。
当時の教皇庁は聖心崇敬に対して冷淡であり続けたが，16世紀には単なる民
間信仰の域を超えて，王侯貴族の支持を得て広がりを見せ，宗教改革後のプロ
テスタントにおいても，ルター派の旗印である「ルターの薔薇」の霊感源と
なったのは間違いないように思われる4)。しかしながら，最初は敬遠していた
にも拘わらず，聖心儀礼
カ ル ト
を熱心にすすめたのはイエズス会であった。ここで
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は，イエズス会の母教会であるローマのジェズ聖堂におかれ，公認のイメージ
として知られているポンペオ・バトーニ（Girolamo Pompeo Batoni, 1708-87）
が描いた《イエスの聖心》について，その成立事情を背景からあきらかにした
い。
⚑．ポンペオ・バトーニの《イエスの聖心》［図⚑］
1-1 《イエスの聖心》5)
ジェズ聖堂に置かれた《イエスの聖心》（以下，ジェズ作品と略）は，縦
73.7センチ横61センチの銅板を基材として楕円形の画面に油彩で描かれた，半
身のイエスの画像である。上半身をやや左に向けながら，頭部を右に傾け，観
る者に眼差しを向けるコントラポストの姿勢をとる。すらりと伸びた首筋や卵
型の顔の輪郭には，そのまま聖母に転用できそうな優雅さが漂い，中央から分
けられた長髪が肩に当たる辺りで自然な巻き毛となっている。口髭，頬髭は，
優雅さを妨げることのないほどよい薄さであり，また，左右に巻き分かれてい
る顎鬚は，イエスの肖像のマンデュリオン的起源を思い起こさせる。薄紅色の
袖筒の内着の上から今しがたまで青いトーガを頭から纏っていたのか，脱ぎな
がら包み込まれた空気が大きな襞を描きながら布を膨らませて，姿勢の回転を
抑えるかのように作用し，ゆるやかな三角形構図の安定感を画面にもたらして
いる。また，身体の動きと合理的に連動している布の襞の間で，引っ張られた
ように彼の右の方に伸びた襟刳りが，イエスの直前の行為，おそらくは心臓を
取り出すという行為の痕跡をとどめている。右手で左にある心臓を取り出し，
左手に置き換えて，右手でそれへの注目を促すという一連の動作がここに凝縮
されているかのようである。差し出された右手には磔刑の傷跡があるが，中世
末から近世初期にかけて多く見られたような，その傷をあからさまに見せる動
作ではなく，左手に載せられた聖心の起源を伝えながら，聖心の下にも同じ傷
があることを観る者に思い起こさせる。
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聖心は，左手の掌にすっぽりと収められ，その指の配置から単なる平板な記
号的イメージではなく，立体的な膨らみがあることがわかる。同時代の表現と
しては，模様のようにイエスの衣に貼り付いているタイプのものが多く，本作
品での描写は，身体的実体感をもって差し出されている初めての例である。聖
心の中央あたりの左方には，見えている面の⚓分の⚑くらいの長さで横に走る
傷があり，そこから血がしたたり出ている。その上方では，茨冠がこの傷と平
行に聖心を取り巻いている。心臓上部から出ている動脈と静脈の二つの管口か
らは，たなびくように炎が吹き出し，奥の管口には十字架が立っている。聖心
からは，イエスの頭部から十字方向に発せられる光よりも強い放射光が，周囲
に広がっている。これほどの具体性を備えながら，画面の背景は闇に覆われ，
イエスは現実の物語性から超越したところにいる。
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図⚑ バトーニ《イエスの聖心》1765-67年 油彩 銅板
楕円形 73.7×61cm ジェズ聖堂（ローマ）
すでに述べたように，キリスト教の言説において，精神的なものであれ身体
的なものであれ「心」に関係した概念は少なくないが，聖心イメージは精神的
な意味だけではなく，キリストの肉体が消滅してもなお残る身体性の証，傷提
示の基材，あるいは聖体という凝縮された身体として，徐々に教義の中に場を
占めはじめていた。ジェズ作品は実際，教皇庁からはじめて公認された画像な
のである6)。
1-2 ジェズ作品の注文主
17，18世紀には，後述するように，聖心儀礼および聖心崇敬をすすめたイエ
ズス会をめぐる論争が起こっていたが，クレメンス13世レッツォニコ
（Clement XIII Rezzonico，在位：1758-1769）が1765年⚑月26日に，聖心に対
する最初の公的是認を発表した後まもなく，ドメニコ・マリア・サヴェリオ・
カルヴィ（Domenico Maria Saverio Calvi, 1714-1788）とルイジ・ブルーニ
（Monsignor Luigi Bruni）という二人のイエズス会士が，聖心祝日の聖務と聖
心儀礼のための新しいミサを制定した7)。カルヴィはこの儀礼認可のために長
きにわたって尽力していたボローニャの聖職者で，バトーニに絵画制作を注文
した人物である。注文に際して，フランスの聖母訪問修道女会の神秘家マルグ
リット・マリー・アラコク（Margaret Mary Alacoque, 1647-1690）に複数回
起こった幻視による啓示に基づくよう指示したと思われるが，発注の正確な日
時は知られていない。バトーニはアラコクと思われる肖像画［図⚒］8) を1760
年代初頭に描いているため，画家はアラコクに起こった啓示についてすでに研
究したのではあろう。《イエスの聖心》がジェズ聖堂で，信徒たちに開示され
たのは1767年⚑月23日のことである。
この作品をキャンバスではなく銅板に描くように指示したのも，カルヴィ
だった可能性が高い。ジョーンズによれば，バトーニは銅板に油彩で描くこと
をあまりしなかった画家なので，銅板という貴重な基材を使わせることで，崇
敬の場に供するのにふさわしい性格をもたせたのではないかと考えられる9)。
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楕円形や比較的小規模なフォーマットも，画面全体に視線を巡らせるのではな
く，イコンのように画像を手がかりに沈思し黙想する祈りの場に適した選択
だったのである。
1-3 アラコクのヴィジョンと画題
イエスはここで，背景を覆う闇から判断して，現実の物語性から超越したと
ころにいると述べたが，従来の記号的表現に比べると格段に写実性が高められ
ているため，何らかの物語的源泉を求めるべきで，注文主カルヴィが指示した
と思われるアラコクのヴィジョンが構想の根底にあるのは間違いないだろう。
すでに述べたように，聖書や教父たちの言説には数多くの「心」や「御旨」
が登場するものの，イエスの聖心として崇敬対象となるのは，13世紀頃の神秘
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図⚒ バトーニ《聖母訪問修道女会の修道女》1760年代初頭
油彩 布 74×60 cm個人蔵
家たちのヴィジョンやその記録によるところが大きい。これらのヴィジョンに
おいて，幻視家たち――その多くは修道女たちである――と同時代を天におい
て超越的な仕方で過ごしていたイエスが，時に幻視家たちの眼前に現れ，啓示
をもたらしたのである10)。
こうした聖心崇敬は，対抗宗教改革期以降のカトリック世界において，フィ
リッポ・デ・ネリ（Filippo de Neri, 1515-1595）11) やアビラのテレサ（Teresa
of Ávila, 1515-1582）12) 等によって強められたが，17世紀になると，人間の内
部に関する新しい概念が発達し，聖心崇敬は倫理的・神学的なものから心理
的・情動的なものへと変化していくことになる。この情動的で，より深いとこ
ろで個人的な聖心崇敬の拡張に寄与したのは，フランソワ・ド・サル（François
de Sales, 1567-1622）13) やジャンヌ＝フランソワーズ・ド・シャンタル（Jeanne‒
Françoise de Chantal, 1572-1641）14) で，二人は心臓を神との精神的対話の場
と見なした。また，ジャン・ユード（Jean Eudes, 1601-1680）15) は，マリアと
イエスの聖心を独立した儀礼対象としようとした。
上述のように，ジェズ作品の物語的源泉としてもっとも重要なのは，パレ・
ル・モニアルの訪問修道会の修道女だったマルグリット・マリア・アラコクが
1673年から1675年の間に見た三つのヴィジョンである。イエスは，人間の罪に
よる苦しみが集約された心臓をアラコクに捧げ，その私利私欲のなさ，慈悲深
い愛，人類の罪の購いを強調したとされる16)。このとき，アラコクの告解牧師
だったのは，同じくパレ・ル・モニアル在住のイエズス会士クロード・ド・ラ・
コロンビエール（Claude de la Colombière, 1641-1682）17) である。彼は，この
ヴィジョンの重要性を把握し，教団によるこの崇敬の吸収をすすめた。実際，
聖心崇敬を地球規模で拡大したのはイエズス会であった。イエズス会は，会の
設立当初にすでに広がりを見せていた聖心崇敬に懐疑的だったと言われるが，
ケルンのカルトゥジオ会士ヨーハン・ユストゥス・ランツベルク（Johann
Justus Landsberg, 1490-1539）18) の影響で，この崇敬支持に力を注ぎはじめた。
アラコクのヴィジョンそのものには，旧約の神を思わせる厳しさがあったと
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されるが，ジャン・クロワゼ（Jean Croiset, 1656-1682）やジョセフ＝フラン
ソワ・ド・ガリフェ（Joseph‒François de Gallifet, 1663-1749）などの支持者
を中心に，その厳しさが取り除かれた，甘美さや優しさや親しみやすさを強調
した，対抗宗教改革の潮流に沿うものとなった19)。したがって，バトーニへの
制作依頼がなされるまでに，イエズス会によってこの崇敬は，新たに情動化さ
れ，感傷的な性格を帯びたものに変化していた。
⚒．イエズス会と聖心崇敬
聖心儀礼の公式な認可を求めるミサや礼拝式設立の提案は，シャンタルや
ユードをはじめ，彼らに続く人々からもなされたが，教皇ベネディクト13世オ
ルシーニ（Benedict XIII Orsini，在位：1724-1731）やベネディクト14世ラン
ベルティーニ（Benedict XIV Lambertini，在位：1740-1758）によって却下さ
れた。彼らは，斬新だが度を超した神秘主義を遠ざけ，百科全書派の時代のカ
トリックを，適切で合理的と思われる方向へ導こうとしたのである20)。聖心崇
敬の拡大を阻んだのは，こうした合理的考え方の教皇たちと，イエズス会に敵
対していた各国の絶対王政と，イエズス会に敵対していた，または，聖心崇敬
のあり方に異議を唱えたキリスト教内の派閥であった。
さまざまな会派が聖心儀礼の認可を教皇庁に求めたため，聖心崇敬はイエズ
ス会だけのものとは言えなかったが，この会派に代表される対抗宗教改革期的
な神秘主義と，合理主義とのせめぎ合い21)を経て，18世紀前半には聖心崇敬と
イエズス会との結びつきは非常に強固なものとなっていた。
その一方で，聖心崇敬に対する個人的な関心は，1760年代半ばまでにカト
リック世界全体にまで広がり，支持者による大きなうねりが生まれていた。そ
の中には，有力なレッツォニコ家をはじめ，1088の信心会，150の司教，ポー
ランド王アウグストゥス⚓世（Augustus Ⅲ，在位：1734-1763），フランス王
ルイ15世妃マリー・レクザンスカ（Marie Leczinska，1703-1768），バイエル
ン公クレメント・フランシス（Clement Francis, 1722-1770）が含まれている。
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こうした支持に後押しされて聖心崇敬をめぐる議論の流れが変わるのは，ベネ
ディクト14世の後継者に，聖心崇敬を支持していたレッツォニコ家出身のクレ
メンス13世が就任してからのことである。ローマの教皇権を縮小しようとして
いたのは絶対王政という政治勢力ばかりでなく，プロテスタントにも反応した
個人的信心を推進するカトリック内の改革派勢力であった。教皇は，1765年⚑
月26日に，聖心に対する最初の公的是認を発表したが，この認可は聖心に関す
る肯定的な議論に勢いをもたらした。教皇はポーランドの司教たちや，ローマ
にあるサン・テオドロ・アル・パラティーノ聖堂を拠点としたイエズス会の聖
心大信心会に聖心の祝祭とミサを執り行うことを認可した。教皇は彼の所領に
あるこの聖堂で聖心の祈りを捧げ，聖心大信心会の活動に積極的に参加したこ
とがあった。しかも教皇は，聖心儀礼認可のたった15日前に，イエズス会を擁
護する教皇回勅『アポストリクム・パッシェンディ Apostolicum pascendi』
を発布し，イエズス会を完全に排除しようとしたフランスやスペインに逆らう
ように，この教団の支持を表明したのである。そのことによって教皇は，その
国際的権威を再認識させ，カトリック改革派によって遂行された脱中心的な啓
蒙的宗教思想の侵入を徹底的に拒絶するために，神秘主義や情感的精神主義を
支持した22)。18世紀にもっとも広く出回っていた聖心崇敬に関する文書におい
て，イエズス会神父ジョセフ＝フランソワ・ド・ガリフェは，医学や生理学の
発展に伴って登場した，心臓に関する新しい経験的な見方に反対し，聖心は
「われらが父の思慮深い愛情の主要なもっとも高貴な器官であり，あらゆる内
的な苦しみの中心にある」と述べ，その解釈を古代の解釈と結びつけている23)。
しかしながら，クレメンス13世の死後，イエズス会は完全に解散させられてし
まうのである24)。
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⚓．イエズス会の聖心崇敬と敵対勢力
3-1 ヤンセニズムと聖心崇敬
敵対政治勢力は，聖心崇敬を，制御不能で大衆迎合主義的な，イエズス会臭
のある，カトリック教義の本道から外れたものと見下そうとした。カトリック
諸会派の中でイエズス会にもっとも敵対したのは，アウグスティヌス
（Aurelius Augustinus, 354-430）の再解釈に基づくヤンセニズムであった25)。
すなわち中世スコラ学によるアウグスティヌス解釈を否定し，宗教改革に対抗
するために聖書および教会教父の著作に基づく必要を説いた，ルーヴェン大学
の神学者ミシェル・バーユス（Michel Baius, 1513-1589）の考え方を引き継ぎ，
オランダ出身の神学者コルネリユス・ヤンセン（Cornelius Otto Jansen,
1585-1638）によってポール・ロワイヤル修道院の指導原理として確立された
ため，ヤンセニズムまたはジャンセニズムとも呼ばれる。恩寵や救霊予定に関
するアウグスティヌスの思想を厳密に再把握し，死後の1640年に刊行された著
作『アウグスティヌス』から取り出された五か条の命題に基づき，人間の自由
意志を大幅に許容するイエズス会の神学と対立した。
3-2 アウグスティヌス会と聖心崇敬
イエズス会と言うより，聖心崇敬そのものに絶対反対の立場を表明したの
は，アウグスティヌス会会士カミーリョ・ブラシ（Camillo Blasi）である。彼
は，聖心崇敬を認めた教皇の周辺で聖心大信心会が設立されるのを見て，1765
年の年末に聖心崇敬に絶対反対を唱える立場を表明する文書を発表した。その
中心となるのは，聖心にはキリストの身体の異教的な理解があるというもの
で，多くの提唱者が考えたような，聖心と聖体とのいかなる直接的関係も拒否
した。ブラシは，聖心の提唱者が身体性を強調することに恐怖を覚えていた。
彼の関心は，心臓という身体的な器官を攻撃することにあった。上述のように
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17，18世紀は，心臓科学が飛躍的に進展した時代でもあり，世俗社会における
身体の科学的概念化がすすみ，人間の解剖学に対する古代の観念や，魂に関す
る教父的な観念も覆された。
これに対してブラシは，心臓の物質的読み方を拒否し，聖心が神の愛情の場
であるとか，キリストの人間性の場であるという考え方も拒絶し，心臓が他機
関の上に立つなどということも考えなかった。そして聖体から距離をとり，キ
リストの血と他の内臓との間に区別をもうけ，血は磔刑のときに身体から切り
離されたため信心の対象となりうるが，心臓をはじめとする他の内臓は身体に
とどまったため，対象とならないとした26)。
17世紀には，アウグスティヌスと彼の聖心のつながりを強めるようなイメー
ジが数多く見られるようになった。セイデルは，イエスの聖心の祝日に捧げら
れたブラシの書物の表紙［図⚓］において，キリスト教の実践における聖心の
適切な概念化と，その使用に対する彼の考えを探っている。ここで書斎のアウ
グスティヌスは，どこから燃えているのだと書かれた典型的なハート・イメー
ジを高く掲げている。そして振り向きざまに，「それが輝くところへ」と書か
れた三角形が浮かんでいるのを目撃する。キリストの本性について誤ったこと
が書かれているミレウェのファウストゥス（Faustus, ?-400）やドナトゥス
（Donatus Magunus，⚔世紀前半）やペラギウス（Pelagius，360頃-420頃）な
どの書物が，床に散らばっている。アウグスティヌスが述べた三種の視（肉体
的な視，精神的な視，知性的な視）のうち，この画面でアウグスティヌスは，
知性によって三角形に三位一体を知覚しているのであり，本文に書かれた聖心
の触知可能性を否定する叙述と呼応しているとしている27)。ブラシは，聖心の
純粋に象徴的な使い方を受け入れることはできるが，キリストの身体に関する
いかなる物質的解釈も拒絶し，知性的視のレヴェルで解釈しなければならない
とした。すなわち触知的に扱われた聖心を前に，あまり教育を受けていない信
徒が誤った考えをもつことに不安を感じていたとされる。
イエスの聖心とは異なり，アウグスティヌスのハートは祈る側が捧げるハー
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トであり，矢が突き刺さっていることもあれば，炎をあげていることもある。
15世紀から視覚イメージが残されているが，17，18世紀に作例の数が増えてく
ることに関して28)，アウグスティヌス会でのハート形の扱いを検討する必要が
あるだろう。ちなみに，上述のプロテスタントのルター派の紋章「ルターの薔
薇」について，聖母の聖心から展開された可能性を指摘したが，宗教改革500
年を記念したウェヴサイトでは，アウグスティヌスのハートが世界中に広がっ
ているイメージ図が掲載されていた29)。ルターがアウグスティヌス会士であっ
たことを勘案すると，当然の結びつきのように思われるが，少なくとも近世に
おいて，アウグスティヌスがもつハートに十字架が載せられたり，ハートの中
に十字架が描かれたりしている例は，管見の及ぶ限り見当たらない。それに対
して，十字架の交差部にハートが描かれたイエスの聖心の例は，パレ・ル・モ
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図⚓ カミーリョ・ブラシの著作Osservazione sopra l’oggetti […]
del SS.mo Cuore de Gesù の表紙
ニアルをはじめ多くの場所で見ることができる。
⚔．ジェズ作品とイエズス会
イエズス会士カルヴィがバトーニにイエスの聖心を注文したのは，1765年の
教皇による公式の認可という歴史的契機が作用している。それは崇敬をめぐる
他の宗派との論争を反映しているばかりでなく，ジェズ聖堂内におかれた場所
や儀式の形態から，イエズス会内部でも一致して承認されたものではなかった
ことが伺える。対抗宗教改革以降の解釈は，宗教改革におけるカトリック批判
を意識して厳格化する一方で，失われた信心を呼び戻すべく，わかりやすく親
しみやすいものになっていた。
4-1 ジェズ作品の注文主
カルヴィとバトーニの接点は知られていないが，イギリスからイタリアへ押
し寄せていたグランド・ツアー客に人気の肖像画家にして，甘美で親しみやす
く古典主義的な宗教画を制作していた当代一流の画家バトーニに，聖心崇敬に
おいてイエズス会がすすめていた方向を認めて，白羽の矢をたてたのかもしれ
ない。すでに述べたように，1760年代初めに画家は，アラコクと思われる修道
女の肖像画を描いている。ただしそこでは，聖心イメージに立体感はなく，ま
るで服の模様であるかのような平面的な扱いになっている。1758年に，それま
での教皇とは対照的に聖心崇敬に理解を示し，イエズス会の弾圧も緩和しよう
とするクレメンス13世が即位した後，少なくともアラコクを絵画化する機運は
起っていたと考えてもよかろう。
1765年に公的に認知されるまでに，人間の自由意志の無力さ，罪深さを強調
していたヤンセニズムは，対抗宗教改革期の美術に見られた甘美さや優しさに
批判的であった。また，アウグスティヌス会のブラシに見られたように，聖心
崇敬の中心にある心臓の触知可能な身体性や肉性を完全に否定していた。ま
た，同時代の生理学や医学における進歩は，精神性の中心的な座としての心臓
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の地位を完全に奪い，単なるポンプに過ぎないとしていた。これらの批判をか
わし，聖心崇敬のイエズス会的主張を絵画化したのがジェズ作品なのである。
崇高というより，観る者に訴えかけるように接近してくる眼差しと優雅な身
振り。ここで聖心はまさに中心にあって輝きだし，手を伸ばせば触れることが
できるかのような立体感を備えている。また，伝統的に身体性の理念として西
洋美術の根幹にあったコントラポストは，生動性と共にさりげない安定感を生
み出している。これらすべては当時のイエズス会の主張でもあり，カラッチ派
の復活をめざしていたバトーニの矜恃である。
この作品は，宗教芸術の中で聖心を身体的な器官として描く決定的な出発点
となった。ハート形を用いた聖心は15世紀以来断続的に南北ヨーロッパの民衆
のイメージ世界やイエズス会のエンブレムに見られたが，人間の心臓を想起さ
せるような，解剖学的な正確さやサイズをもって描かれることはなく，意味を
象徴的に担うだけであった。ところがジェズ作品では，心臓はシンボルと肉の
すべてを包摂しながら，疑いもなくキリストの胸から提供されているように見
える。
4-2 ジェズ聖堂における設置場所
バトーニの《イエスの聖心》は，1840年から主祭壇の右にある礼拝室カペラ・
オルシーニ・リージに置かれ，1920年にアリスティーデ・レオノーリ（Aristide
Leonori, 1856-1928）が設計し10月17日に聖心儀礼に聖別された祭壇に移され
ている。ここはかつて聖フランシスコに捧げられていた場所で，突き出して神
殿のように目立っている。ここに移されるまでに，この絵はあまり目立たない
控えめな場所に置かれ，その場所も⚓回変えられている。
はじめて信徒の前に開示されたのは1767年⚑月23日のことだが，⚖月23日に
は南交差部にあったフランシスコ・ザビエル（Francisco Xavier, 1506-1552）
に捧げられた礼拝堂の祭壇上部に既にあった楕円形のマウントに合わせる形で
設置された。
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同年の10月26日には，磔刑礼拝室と呼ばれていた，入り口からみて身廊左側
にある一つ目の場所に移された。大きな礼拝堂から小さな側堂へと移されたの
である。最初に設置されたフランシスコ・ザビエル礼拝堂は，ジェズ聖堂の中
でももっとも活発な活動が行われていた空間で，多くの人の目にとまることが
期待されたと思われる。しかしながら，二番目に移された礼拝堂ではあまり活
発な活動が行われておらず，18世紀のはじめまでローマの聖人ペテロとパウロ
に献堂されていたが，フランシスコ・ボルジャ（Francesco Borgia, 1510-1572）
に献堂されたこともあり，1763年には磔刑に再献堂されるという具合に，頻繁
に呼び名が変わっていて用途に一貫性がなく，強力な守護聖人もなく，17世紀
になって初めて装飾が施されたような，目立たない場所であった。
聖心儀礼が公的な認可を受けて，最初は目立つ場所に設置されたようだが，
おそらくジェズ作品に対する賛否両論がイエズス会内部でもあったと思われ，
次第に目立たないところへ移されているのである。記録によると，祭壇上部の
枠から下に置き直すために，司祭が⚙月に豪華な金鍍金の枠に支払をしてい
る。この置き換えが行われた後も，しかしながら，この礼拝堂が正式に聖心に
捧げられたことはなく，司祭が定期的にミサをあげることもなかった。公の祝
典は年に一度だけ，（公式の認可なく祝われた）特定の祝日に行われた。カル
ヴィを含めた少数の司祭が，イエズス会の資金に頼ることなく，個人的にお金
を出し合って，儀典の備品を揃えたようである。この礼拝堂は次第に個人的な
礼拝のために個人的なグループによって用いられるようになった30)。
このようなことから考えられるのは，イエズス会の歴史におけるこの不安定
な時期に，イエズス会は，たとえ認可されたとしても，聖心は広範囲から攻撃
を受ける潜在的な危険性があるものとして，崇敬対象としたり，関心が寄せら
れたりすることをできるだけ避けて，正式で公的な信仰空間の外に置こうとし
たということである。聖心に期待されていたのは，よりマージナルな役割で
あって，聖心に対する批判者にも対応できるような，柔軟で，時空を超えた絵
画として，大衆におもねるばかりでなく，高位聖職者の支援を得るという，イ
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エズス会の新しいストラテジーを提供した31)。
《イエスの聖心》が連なるのは，大がかりな祭壇画の伝統というより，小規
模で個人的で，公的な視覚芸術とはかけ離れた，平信徒の精神性を代表する，
大衆版画や信心用版画のイメージ世界である。ジェズ作品は崇敬イメージのた
めの「劇的なクローズアップ」を採用した15世紀の半身肖像画の伝統に由来す
る。形式や時空に関係ない点で東方のイコンの伝統にしたがうが，聖なる人物
が描かれているだけでなく，画中から見る人に積極的に話しかけるという15世
紀のフランドル絵画に端を発する伝統にしたがっている。イエスの聖心とマリ
アの聖心がペアで描かれることがある点でも伝統にしたがっている。教訓的出
来事や神学的教義を伝えるというより，「深い情動的経験」に訴える絵画なの
である。その一方でバトーニは，同時代の信心用絵画に見られた家庭的で風俗
画的要素を避けている。その代わりに，17世紀のカラッチ派，とくにグイド・
レーニ（Guido Reni, 1575-1642）の作品に見られる，優しく，優雅で，洗練さ
れた様式を取り入れることで，長い視覚的伝統や神学的伝統と結びつけた。こ
の後戻り的モードは，聖心崇敬の新しさを格納する砦としても機能したのであ
る32)。
聖心の新しい図像は，見慣れて，好まれた，すでに確立された形で登場した。
洗練されていない，大量に生産された民衆版画で聖心を目にすることに慣れて
いた1760年代の観者たちにとって，ジェズ作品は確立された洗練と公的性格を
代表している。とは言えそれは，権威のある断定的なドグマというより，個人
的な精神性に訴えるのである。ジェズ作品の展示方法も，民衆版画との違いと
共有する部分とを，同じように強調している。まず，信心用絵画あるいはイコ
ンというよりむしろ，祭壇画として設置されている点で異なる。祭壇の下か，
現在そうであるように祭壇の上に置かれるためにデザインされたものである。
しかしながら，ジェズ聖堂における設置の仕方からわかるように，あまりお金
をかけないで聖堂内に置かれ，大がかりな注文による作品ほどには注目を集め
ない。祭壇画の下に置かれているからといって，プレデㇽラのように上にある
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祭壇画に呼応するわけでもなく，イコンのような精神的伝統の場となっている。
バトーニは，求められた図像を権威ある宗教的イメージに合体させ，大衆版
画と公式な宗教画とのギャップを繋ぐことができる希有な画家である。彼自身
敬虔な信仰心の持ち主で，自らが支持する宗教的大義のためなら，小さな宗教
画を無料で描くこともしばしばあったと言われる。カルヴィの報告によると，
画家は少なくとも三点の聖心の絵を描き，司祭がイメージを展開させる際の例
示モデルとなっていたという。画家が，サン・ボナヴェントゥラ・アル・パラ
ティーノ修道院に派遣されていたフランシスコ会士アンジェロ・ディ・ポッジ
オ・チノルフォ（Angelo di Poggio Cinolfo, 1718-1780）神父に贈った《イエス
の聖心の聖母子》（油彩，布，81.3×63.2 cm，リーパ・グランデのアッシジ
のサン・フランチェスコ聖堂，ローマ）では，聖母の膝に幼児イエスが立ち，
左手にイエスの聖心を持ち，画面内には捉えられていない崇敬者の方に向かっ
て右手を差し指し出している。聖母は，幼児の右手を支えもちながら，左手で
幼児が抱えている聖心の方を軽く指さしている。絵の中から観者に眼差しを向
けるのは，ここではイエスではなく聖母である。聖母のとりなしによって，幼
児がこちらを向く瞬間を期待することができるのである。この作品は神父があ
ちこちに移動して説教をする際に，持ち歩いていたらしく，裏面に長い銘文が
ある。この作品を神父に寄贈することで，救済の前提とされる善行を行ったの
である。この作品もジェズ作品と同じく数多くの複製品が作られてローマの街
道沿いの店で売られていた33)。
バトーニを雇うことは，イメージを高尚な宗教画と結びつけるだけでなく，
とくに画家の「後期の宗教画」に見られる，激しく，ほとんど「よろめきそう
な宗教性」と結びつけられる点が，画家の積極的な関与を物語っている。正式
な絵画と大衆版画の間のフォーマットを採用しながら，バトーニは民衆版画に
ありがちな，粗野でごてごてした様式は避けようとした。
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⚕．バトーニおよびその工房によるその他の聖心画像
今日ではジェズ作品のコピーやその派生的イメージをおいていないカトリッ
ク教会はないと言っても過言ではないほどの広がりを見せている。とくにラテ
ンアメリカでは爆発的な広がりを見せているが，このことに大きく貢献した人
物に，ポルトガル女王マリア⚑世ブラガンサ（Queen Maria I Bragança
1734-1816）がいる。イエスの聖心崇敬とイエズス会との結びつきが強かった
ために，1767年の教団追放以降，スペインやその植民地における聖心の信心用
画像は壊滅的打撃を受けたのだが，ポルトガルでは1777年にマリア⚑世が王位
を継承して以降，事情が変わった。彼女はポルトガルにおけるイエズス会廃止
を強力に進めた首相を更迭し，1778年夏には教皇庁と新たな政教条約を批准し
た。教皇ピウス⚖世（Pius VI，在位1755-1799）は，王国とその植民地の特別
な信心活動のために聖心崇敬認可するよう求めた女王の要請に応じた34)。
5-1 エストレラ聖堂の聖心に関する祭壇画
1779年から1789年にかけて，女王はリスボンにエストレラ聖堂を建造させた
が，そこを飾る祭壇画の制作を，教皇庁へのポルトガル公使を経て，バトーニ
に発注したのである。地元ポルトガルの芸術家ではなく，ローマの画家が選ば
れたのは，イエスの聖心儀礼や崇敬の中心として聖堂が担う図像的典礼的役割
の複雑な性格に鑑みてのことであろう。またバトーニは，女王の祖父お気に入
りの画家アゴスティーノ・マスッチ（Agostino Masucci, 1691-1758）と古くか
らの知己であった。ジェズ作品は，複製銅版画を通して広く知られるように
なっていたのである。
女王は王位を継承する前からいとも気高き聖心への崇敬をすすめていた。エ
ストレラ聖堂は，彼女が1760年にポルトガル王ドン・ペドロ（King Pedro Ⅲ
of Portugal, 1717-1786）と結婚して，世継ぎの王子の誕生を祈って行った誓い
を記念して建設されたもので，1778年⚗月に女王は「聖心への永遠の崇敬」へ
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の献堂を考案した。建築家マテウス・ヴィチェンテ・デ・オリヴェイラ
（Mateus Vicente de Oliveira, 1706-1786）によって1779年10月24日に要石が置
かれ，1781年⚖月⚖日のミサに際して聖堂に隣接するカルメル会修道院より聖
心の絵が搬入された。1782年⚗月⚑日に女王はカルメル会とエストレラ聖堂に
まで拡張して，保護や支援を行うことにした。
教皇ピウス⚖世は聖心崇敬を聖堂の典礼的特権としたので，エストレラ聖堂
はイエスの聖心に献堂された世界初の聖堂となった。そのため，女王の注文品
は聖心崇敬をすすめる最初の重要な絵画群となったのである。作品制作の過程
で，バトーニとリスボンにいた女王らの間の連絡をしたのは，教皇庁へ派遣さ
れたポルトガル公使たちドン・エンリケ・デ・メネセス（Dom Henrique de
Meneses, 1727-1787）やドン・ディエゴ・デ・ノロンハ（Dom Diego de
Noronha）で，彼らは，図像的な適切さや正確さの確認のために，ローマにお
ける絵画制作を熱心に視察した。また教皇自ら1781年10月20日にエストレラ聖
堂の主祭壇に飾られることになっていた《イエスの聖心への普遍的崇敬》を査
察した。聖心崇敬推進のための視覚ドキュメントにおける重要性は，1779年か
ら1786年までの間に交わされた通信文書に示されている。
これらの文書によれば，バトーニは主祭壇に飾る祭壇画以後，二つの注文を
受けていたことが知られている。ひとつは，1782年⚕月⚖日に交差部左の祭壇
のために，ポルトガル公使が発注した《最後の晩餐》で，《聖トマスの不信》
と《女王マリア⚑世に現れるアビラの聖女テレサ》が追加された。もうひとつ
は，1784年⚗月にノロンハが受注させた三点の祭壇画《聖ヨセフの夢》《パト
モス島で黙示録を執筆する福音書記者聖ヨハネ》《パドヴァの聖アントニウス
の目前で聖痕を受ける聖フランシスコ》である。
1782年発注の作品が1784年にリスボンに届き，カルメル会修道院で一般に披
露された際にポルトガル国内の画家たちから，画面の質や，これほど重要な作
品をバトーニに任せた女王の選択や，彼に支払われた高額の制作費に関して，
激しい論争が巻き起こった。かなり高齢になっていたバトーニが，これらの制
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作の多くを工房に任せたのは疑いないが，構図や色や筆運びから光の使い方に
至るまで，芳しい評判がなかった35)。ここでは聖心崇敬という主題とその絵画
化という図像面から，簡単な検討を加えることにしたい。
5-2 《イエスの聖心への普遍的崇敬》［図⚔］36)
マリア⚑世からバトーニへの最初の注文となるこの作品は，縦513センチ横
257センチの大画面が上下に二分割され，上部の中心にバトーニがジェズ作品
で描いたような立体感のある聖心が空中に浮かび光を放っている。聖心の真下
には二種の聖体の象徴を組み合わせた聖秘蹟のゴブレットが置かれ，祭壇の中
央のレリーフ模様には，自らを傷つけて子供たちを養うペリカンが描かれてい
る。その意味内容は，祭壇右側で授乳している慈愛の擬人像に共通するもの
で，慈愛の象徴もハート形で表わされる。祭壇左側に立ち，聖心の方に左手を
差しのばしながら，崇敬を促しているのは，被っている教皇冠から見て，ポル
トガルにおける聖心崇敬を認可した教皇ピウス⚖世であることは間違いない。
下段には四大陸を表わす擬人像が描かれ，左端でラクダに乗ったアジアは，
聖心に向かって香を焚き，その下でピューマらしき動物に寄りかかってアメリ
カは，カラフルな羽根飾りをつけ，右手に弓を持っている。中央にいるアフリ
カは，ターバンを巻き，象牙の牙をもち，右方で馬の背にのるヨーロッパは，
王冠を被り，世界の女王としての王笏を手にしている。まっすぐ横にたなびく
アーミンのマントは，参照先にラファエロ（Raffaello Santi, 1483-1520）のガ
ラティアがあることの証であり，ローマの画家の手になることを誇らしげに刻
印している。これらの擬人象は，敬虔な面持ちで聖心を見上げており，ブラジ
ル，アンゴラ，モザンビーク，ギニア，ティモール，ゴアなどポルトガルの植
民地での聖心崇敬を物語る。
5-3 《最後の晩餐》［図⚕］37)
本作も，縦513センチ横257センチの大画面が天上と地上とに二分され，ほの
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暗い天上界には雲の上にいる天使たちが描かれるだけで，地上で円卓を囲む12
人の弟子とイエスが焦点化されている。画面には聖心イメージが描かれている
わけではないが，中央のイエスは左手に割れたパンをもち，テーブルには透明
のグラスが置かれ，右手で心臓を指さしていることから，聖体と聖心の関係が
議論されてから以降の晩餐図であることがわかる。イエスの右手側で，両手を
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図⚔ バトーニと工房助手《イエスの聖
心への普遍的崇敬》1780-81年
油彩 布 513×257 cm
エストレラ聖堂（リスボン）
図⚕ バトーニと工房助手《最後の審判》
1782-83年 油彩 布
513×257 cm
エストレラ聖堂（リスボン）
胸の前で交差させて頭を垂れ，赤いローブを羽織って何かに聴き入っている福
音書記者ヨハネは，伝統的にイエスの胸にもたれかかってその心音を聴く身振
りを思い起こさせ，これは聖心関係の図像に含められる。
この作品は，ローマの同時代人たちからは，明暗の効果や使徒たちの身振り
や表情の生動感から好評を博した。とくにレオナルド・ダ・ヴィンチ
（Leonardo da Vinci, 1452-1519）の同主題作品に比肩すると述べたオノフリ
オ・ボーニ（Onofrio Boni）の発言は，エストレラ向けの作品がローマで得て
いた評判を物語るが，リスボンでは，場面が夜になっていないことや，円卓上
の羊が食べられていないなど，聖書の叙述に忠実ではない点に，批判が向けら
れた。
5-4 《聖トマスの不信》［図⚖］38)
本作の主題は，キリストの12人の弟子の中で唯一イエスの復活を目撃してい
ないトマスが「主の傷痕に指を差し入れるまで復活を信じない」と，その復活
を否定した八日後，トマスの前にイエスが現れ，自らの傷痕に聖トマスの指を
差し入れさせる場面である（『ヨハネによる福音書』20：19-29）。よく知られ
ている，カラヴァッジョ（Michelangelo Merisi da Caravaggio, 1573-1610）や
ヴァザーリ（Giorgio Vasari, 1511-1574）が描いた同主題作品と比較すると，
イエスの胸の傷が右側の心臓の上になっている点で異なる。聖書の記述（『ヨ
ハネによる福音書』19：34）では，ロンギヌス―「槍」を意味するが聖書に名
前はあげられていない―はイエスの死を確かめるために脇腹を槍で突いたこと
になっており，聖心の傷がそうであるように，伝統的に右脇腹に傷がある場合
が多い。しかしここでは，トマスの手をつかんで指を入れさせているのは左胸
の傷である。画面左下で，天国の鍵をもっている聖ペテロの左手もその傷を指
し示し，右上がりの対角線上でトマスの腕に連なりながら，聖心のありかを示
している。
バトーニは1782年⚗月16日に注文を受けてから作成した準備素描を通して，
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王室から構図に関する認可を得て，他の作品と同じように，ボッツェット（エ
スキース）を1783年⚗月12日までに制作したことが知られているが，所在不明
である。
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図⚖ バトーニと工房助手《聖トマスの
不信》1782-83年 油彩 布
402×190 cm
エストレラ聖堂（リスボン）
図⚗ バトーニと工房助手《女王マリ
ア⚑世に現れるアビラの聖女テ
レサ》1783-84年 油彩 布
402×190 cm
エストレラ聖堂（リスボン）
5-5 《女王マリア⚑世に現れるアビラの聖女テレサ》［図⚗］39)
1782年に発注されたときは，この主題ではなく「エマオのキリスト」が指定
されていたが，主題が変えられた。ホセ・ペレイラ・サンティアゴ（José
Pereira Santiago）の1783年⚗月17日の記述によると，そのときバトーニが準
備したボッツェットは，現行の主題であった。女王は，最終的にこちらを望ん
だと言われ，女王の肖像を含めることなどが検討された。
アビラの聖女テレサは，女子跣足カルメル会の創始者で，女王マリア⚑世は
新しい教会の守護を彼女に求めている。女王の前に現れた修道服姿の聖女テレ
サは，雲の上に座り，ラファエロによる教皇庁の署名の間の壁画を思い起こさ
せるような，二人の天使がもつ CONSTITV/TIONES/CARMEL/DISCAL/
CEAT と書かれた冊子のページを指さしている。聖女の左手は，右にいる天
使が広げた聖堂平面図の方に広げられ，その天使の右手は，後ろに立つ天使が
掲げる聖心のバナーを指している。バナーに聖心が描かれた最初の例であるこ
とをジョーンズは強調している40)。
カルメル会の修道女たちを前にしていた女王は，目の前に現れた聖女テレサ
のヴィジョンに心を奪われたようで，右手にしていたコルヌコピア（豊穣の角）
を，上下さかさまに地面に落とし，そこから果物や花ではなく金貨がこぼれだ
している。女王が身に着けたアーミンの毛皮や金色のダマスク織マントと共
に，ポルトガル王の財力が示されているが，王位を象徴する王笏も肩にもたせ
かけている。右下でブラガンサ家の紋章盾を掲げている天使の姿勢は，ティ
ツィアーノ（Tiziano Vecellio, ? -1576）やマニエリスムの画家たちを思い起こ
させる。左上がりの対角線上に女王の視線は，聖女テレサとバナー上の聖心に
向けられている。
テレサもまた聖心に関連する聖女として知られる。1559年⚖月29日の聖ペト
ロの日に，彼女はキリストは目には見えなくても，肉体を持って彼女の前に現
前するのだと固く信じるようになった。また別のヴィジョンでは，天使が彼女
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の心臓を繰り返し激しく槍で突き刺した。それは，前例のない，いわば霊的身
体の痛みを引き起こした。この体験が聖心崇敬の推進に貢献した。
5-6 《聖ヨセフの夢》［図⚘］41)
教皇庁へのポルトガル公使ノロンハは，二点の追加作品について1784年⚗月
29日にバトーニと契約を交わしており，その際に，迫りくる危険があるため家
族を連れてエジプトに逃避するよう，天使が警告している夢を見るヨセフ（『マ
タイによる福音書』2：13）という主題が話し合われたと思われる。しかしな
がら，この主題の構想は，前年の1783年に画家の中にあったかもしれない。と
いうのも，その年にヨーハン・ハインリヒ・ウィルヘルム・ティシュバイン
（Johann Heinrich Wilhelm Tischbein）が，彼のアトリエで，この主題のヴァー
ジョンを目にしているためである。公使は⚘月12日に画家のアトリエを訪問
し，構図について話し合っている。⚙月30日には制作進行中で，1785年⚔月21
日までに完成され，画家のローマの同時代人たちには好評だったことが伝えら
れている。
対抗宗教改革期以降の主題解釈では，聖家族の場面でも聖母よりも養父であ
るヨセフが焦点化されることが多いが，ここでは夢の中に現れているのは，聖
霊から恩寵を受ける受胎告知に登場するような聖母の姿である。聖母の方に左
手を伸ばす天使の姿は，受胎告知の天使とも重なり合う。その一方で，眠るヨ
セフは中世以来聖母の懐妊や出産を疑う姿として頻繁に描かれてきた。床の右
の方に散らばる大工道具や，幼児食を作る粥椀からは幼児の存在が暗示されて
いる。床の左にある旅支度は，天使が警告するエジプト逃避と関連しているの
である。この作品は，言わばダブル・イメージとして，ヨセフの夢に現れる受
肉の瞬間も内包しているため，聖体すなわち聖心の起源に結びつくのである。
5-7 《パトモス島で黙示録を執筆する福音書記者聖ヨハネ》［図⚙］42)
1784年⚗月29日にノロンハが追加で発注した⚒点について，同年⚘月12日ま
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でにバトーニは⚒点のボッツェットを用意した。これがどのようなものだった
かわからないが，ノロンハは11月30日にリスボンにいくつかのスケッチを送
り，その際パトモス島の聖ヨハネの場面の美しさを特筆している。
画面は，父なる神がいる天上世界と，パトモス島で執筆しているヨハネがい
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図⚘ バトーニと工房助手《聖ヨセフ
の夢》1784-85年 油彩 布
402×190 cm
エストレラ聖堂（リスボン）
図⚙ バトーニと工房助手《パトモス島
で黙示録を執筆する福音書記者聖
ヨハネ》1785-86年 油彩 布
402×190 cm
エストレラ聖堂（リスボン）
る地上世界に分けられている。緑色の内着に赤いトーガを纏ったヨハネは，イ
ンク壺をもつ左腕で，アトリビュートの鷲が支えている冊子を抑え，羽ペンを
走らせる手を休めて天の様子を見上げている。ヨハネの鮮やかな色彩とは対照
的に，まるでヨハネのところから飛び上がっているような天使を包む色彩は淡
く，地上的実在感が希薄である。これは天にいる父なる神や，その背後にひし
めき合う天使たちも同様である。神は天使たちに吹き鳴らす勝利のラッパを手
渡しているところで，右手で心臓のあたりを指さしている。神の聖心は勝利に
等しいことを示しているのである。
5-8 《パドヴァの聖アントニウスの眼前で聖痕を受ける聖フランシスコ》［図10］43)
1784年⚙月30日の通信でノロンハは，福音書記者聖ヨハネと聖フランシスコ
をそれぞれ描いた⚒点のボッツェットをリスボンへ向けて送ったと述べてい
る。その返事としてマリア⚑世が，リスボン生まれの聖人パドヴァの聖アント
ニウスを加えた聖痕を受ける聖フランシスコを描いた画面を承認した旨が，
1785年⚕月25日にバトーニに伝えられている。
画面は薄暗くグリザイユのように聖人たちや天使たちの皮膚が青白く浮かび
上がる。聖痕は単なる徴ではなく，激しい痛みを伴う感覚的なものであること
を，聖フランシスコの身体を後ろから押さえている天使が物語っている。マリ
ア⚑世に指定されたパドヴァの聖アントニウスは，白百合と聖書をもって聖フ
ランシスコの方を指さしている。聖心崇敬のルーツのひとつは，聖痕に対する
崇敬だったのである。
エストレラ聖堂のためにマリア⚑世が発注した⚗点の祭壇画の主題は，何ら
かの形で聖心あるいは傷に結びついており，ローマで活躍したバトーニが習得
した古典主義的な造形言語が随所にみられるが，高齢のバトーニは構想だけに
関わったのではないかと思われる粗雑な仕上げも散見される。しかしながら，理
性を重視し合理主義に基づく政教分離への方向がとられた時代に，聖心という
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強力な磁場をもったイメージ世界を開拓した功績を看過すべきではないだろう。
結びに代えて
ここではバトーニという18世紀のイタリアでもっとも人気を博しながら，現
在ではほとんど忘れられている画家の手になる《イエスの聖心》を中心に扱っ
た。その感傷的な情緒性ゆえに，この画像に嫌悪感を表明する美術史家や聖職
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図10 バトーニと工房助手《パドヴァの聖アントニウスの眼前で聖痕を受ける
聖フランシスコ》1785-86年 油彩 布 402×190 cm
エストレラ聖堂（リスボン）
者も少なくない。20世紀の美術史家はこぞってキッチュだと非難し，「私がこ
れまで見た中でもっともひどい絵のひとつ，これを見たら青ざめて死にそうに
なる」と述べた神父もいる44)。
イエスの聖心が必ずしも情緒的，感傷的なものだとは言えないが，アラコク
のヴィジョンに見られた神の厳格さを抑え，甘美さを前面に出したのは，この
崇敬を重視した当時のイエズス会の戦略であった。聖心崇敬は，対抗宗教改革
の精神性に根のある，教皇と結びつきの強い伝統的な教会と，啓蒙主義の新し
い知的要求に反応した改革派カトリシズム提唱者との交差部に位置したのであ
る。また，イエズス会内部でも温度差があることは，ジェズ教会内部での配置
換えからも伺い知ることができる。
聖心に対するバトーニの知識と造形的解釈に期待したのは，イエズス会ばか
りではなかった。ポルトガルにおいて伝統的な教会を復活・維持しようとした
女王マリア⚑世にとって，聖心崇敬は重要な意味をもち，バトーニの豊富な造
形語彙から新しい宗教イメージが誕生し，その刺激や衝撃は後の象徴派やナビ
派にまで刻印されている。
注
1）Morris 2003 : 493 ; Sargent 2007 : 102-114.
2）蜷川 2017 : 150-152．
3）世俗社会における展開については，蜷川 2017 : 29-106，聖なる領域における言語的，造
形的展開については，蜷川 2017 : 107-253．
4）蜷川 2017 : 235-253．蜷川 2018 : 36-38．関連するクラーナハの作品については，
Streider 1976 : 160-166．
5）Bowron 2016 : 383-386 ; Seydl 2009 : 93-105 ; Johns 2000 : 19-28, etc.
6）Seydl 2009 : 93 ; Johns 2000 : 19, etc.
7）Bowron 2016 : 383-386 ; Seydl 2009 : 93 ; Johns 2000 : 20-21, etc.
8）Bowron 2016 : 306. この肖像画の座主は，近年の洗浄によって，胸に描かれた聖心イメー
ジが現れたため，アラコクではないかと言われている。
9）Johns 2000 : 22.
10）蜷川 2017 : 119-126 ; Hamburger 1997.
關西大學『文學論集』第 69 巻第 3号
【T：】Edianserver ／關西大學／文學論集／第69巻第⚓号／
蜷川順子 ⚔ 校
60
11）出村 1986 : 1039［ネリ］; 柳沼 2010 : 59-61.
12）坂本 1986 : 948-949［テレサ］; 鈴木 1997 : 13-59 ; Crisógono 2011 : PL. 45.
13）Vierhaus 1986 : 1307［フランソワ・ド・サル］．
14）坂本 1986 : 691［シャンタル］．
15）出村 1986 : 1709-1710［ユード］．
16）O’Brien 2017 : 170-178 ; Benoist 1992 : 154-163 ; Jonas 2000 : 1-7 ; Moell 2003 : 490-492 ; 蜷
川 2017 : 212-217；デクルー＆ゴー 2014 : 33-47.
17）O’Brien 2017 : 179-182.
18）加藤 1986 : 1780［ランツベルガー(ママ)］．
19）Seydl 2009 : 95 ; Johns 1998 : 19.
20）Seydl 2009 : 95-96．
21）この問題に関連して，2018年10月⚖日に関西大学で開催された美学会全国大会でのシン
ポジウム「ハート形のイメージ世界：見えるものと見えないもの」における杉山卓史の
報告「近代初期の美学における「ハートの言語」」は，「心からあふれる言葉」vs「理性
からの言葉」という対立項で，18世紀に共通する問題意識を美学の言説から提示してい
る。
22）Seydl 2009 : 95-96．
23）Seydl 2009 : 97 ; Alberti 2007 : 135-139 ; Young 2007 : 1-3. 心臓の位置づけに関する歴史的
概観は，蜷川 2018 : 7-27. 心臓が血液を送り出すポンプに過ぎないという考え方は，イ
ギリスの医学者ウィリアム・ハーヴェイ（William Harvey, 1578-1657）の血液循環の発
見によって，この頃決定的なものとなった。それにも拘わらず，心臓を中心とするアリ
ストテレス的考え方に戻ったかのようなガリフェの引用文は以下を見よ。J. de Gallifet,
The Adorable Heart of Jesus [the translation of De Cultu Sacrosanti Cordis Jesu ac
Domini Nostri Jesu Christi in variis christiani orbis provinciis jam propagato, Rom 1726]
The Adorable Heart of Jesus, Philadelphia 1890, pp. 58, 68-69.
中世の人間の身体における心臓イメージについては，Santing 2005 : 201-203 ; Santing
2013 : 271-288 を見よ。
24）イエズス会は，後継者のクレメンス14世によって解散させられた。坂本堯『キリ人名』
518．
25）出村 1986 : 1122［バーユス］Vierhaus 1986 : 1702［ヤンセン］．
26）Seydl 2009 : 96-100．
27）三角形の中に別の三角形が描かれたこの記号が，三位一体を表わすものかどうか，検討
を要する。この時代に，空に浮かぶように描かれた三角形は，神の目である場合が多い
ためである。三角形が三位一体の象徴と見なされていたことは，アウグスティヌスも証
言しているが，マニ教徒たちが三角形を象徴として三位一体を崇敬することに反対する
⚔ 校
ポンペオ・バトーニの《イエスの聖心》について（蜷川）
【T：】Edianserver ／關西大學／文學論集／第69巻第⚓号／
蜷川順子 ⚔ 校
61
立場を表明したために，三角形の象徴はキリスト教芸術において数世紀にわたって見捨
てられることになる。R. Teufel, “Dreieck,” Reallexikon zur Deutschen Kunstgeschichte,
red. H. M. von Erffa, Bd. IV. Stuttgart 1958, cols. 403-414. 2020年春に刊行予定の，東西
学術研究所報告書（2020年春に刊行予定）に掲載する拙著「三角形と四角形のニンブス
――茨木市立文化財資料館の『七秘跡と七美徳のある主の祈りの七祈願』をめぐって」
において，三角形の問題を扱っている。
28）蜷川 2017 : 179-191．
29）Lutherrosen für 2017（2019年⚙月18日閲覧）
https ://www.martinluther.de/de/veranstaltungen/2017‒lutherrosen‒fur‒2017
30）Johns 1998 : 21 ; Seydl 2009 : 102-103 ; Bowron 2016 : 383.
31）Johns 1998 : 21-22 ; Seydl 2009 : 103.
32）Seydl 2009 : 103.
33）Bowron 2016 : 387-388. 388頁に掲載された複製品のリスト一覧には，象牙に水彩で描か
れた複製品も含まれており，現在の土産店で売られているのと同じように，さまざまな
メディウムに乗って流通していたのである。
34）Bowron 2016 : 568-570.
35）高齢になっていたバトーニは，工房の維持のためにこの委託を確保したかったと思われ，
支払いの時に契約した金額を受け取らなかったことが，しばしば記録に残されている。
ディスカウントによって，仕事の継続を確保したかったものと思われるが，制作のほと
んどを息子または弟子に任せていた可能性が高い。たとえば《イエスの聖心への普遍的
崇敬》の支払いにおいて，6000スクーディのところを，注文の追加があれば半額にする
としている。Bowron 2016 : 571.
36）Bowron 2016 : 570-572.
37）Bowron 2016 : 589-591.
38）Bowron 2016 : 591-592.
39）Bowron 2016 : 593-594.
40）Johns1998 : 25-26.
41）Bowron 2016 : 598-599.
42）Bowron 2016 : 609.
43）Bowron 2016 : 610.
44）Seydl 2009 : 93.
主要参考文献
Alberti 2007 Fay Bound Alberti, “The Emotional Heart : Mind body and Soul,” in : James
Peto, ed., The Heart, New Haven : Yale University Press, 2007, pp. 125-141.
關西大學『文學論集』第 69 巻第 3号
【T：】Edianserver ／關西大學／文學論集／第69巻第⚓号／
蜷川順子 ⚔ 校
62
Benoist 1992(1) Jacques Benoist, Le Sacré‒Cœur de Montmartre, De 1870 à nos jours I
Spiritualité, art et politique (1870-1923), Paris : Editions ouvrières, 1992.
Benoist 1992(2) Jacques Benoist, Le Sacré‒Cœur de Montmartre, De 1870 à nos jours II
Contestation (de 1870 à nos jours), Paris : Editions ouvrières, 1992.
Bowron 2016 Edgar Peters Bowron, Pompeo Batoni : A Complete Catalogue of His
Paintings, New Haven and London : Yale University Press, 2016.
Campbell 1991 Ted A. Campbell, The Religion of the Heart : A study of European Religious
Life in the Seventeenth and Eighteenth Centuries, Columbia (sc) 1991.
Crisógono 2011 P. Crisógono, The Life of Saint Teresa, trans. by Kevin Bruton, Madrid :
Editorial de Espiritualidad, 2011.
Hamburger 1997 Jeffrey F. Hamburger, Nuns as Artists : The Visual Culture of a Medieval
Convent, Berkeley 1997.
Johns 1998 Christopher M. S. Johns, “ ‘That amiable object of adoration’ : Pompeo Batoni and
the Sacred Heart,” Gazette des beaux-arts 132(1998) pp. 19-28.
Jonas 2000 Raymond Jonas. France and the cult of the Sacred Heart, An Epic tale for modern
times, Berkeley : University of California Press, 2000.
Moell 2003 C. J. Moell, eds., “Sacred Heart, Devotion to,” in : New Catholic Encyclopedia,
Second Edition 12, Detroit etc. : Gale, 2003, pp. 490-492.
Morris 2003 J. U. Morris, “Sacred Heart, Iconography of,” in : New Catholic Encyclopedia,
Second Edition 12, Detroit etc. : Gale, 2003, p. 493.
O’Brien 2017 William P. O’Brien S. J. “Claude La Colombière (1641-82), Marguerite‒Marie
Alacoque (1647-90), and Devotion to the Sacred Heart,” in : A Companion to Jesuit
Mysticism [Brill’s companions to the Christian tradition 78], Leiden, Boston : Brill, 2017,
pp. 166-192.
Santing 2005 Catrien Santing, “Secrets of the Heart : The Role of Saintly Bodies in the
Medical Discourse of Counter‒Reformation Rome,” in : Andrew Hopkins and Maria
Wyke, eds., Roman Bodies : antiquity to the eighteenth century, London : British School at
Rome, 2005, pp. 201-213.
Santing 2013 Catrien Santing, “ ‘And I Bear Your Beautiful Face Painted on My Chest’, The
Longevity of the Heart as the Primal Organ in the Renaissance,” in : Catrien Santing,
Barbara Baert and Anita Traninger, eds., Disembodies Heads in Medieval and Early
Modern Culture, Leiden, Boston : Brill, 2013, pp. 271-306.
Sargent 2007 Emily Jo Sargent, “The sacred heart : Christian symbolism,” in : James Peto,
ed., The Heart, New Haven : Yale University Press, 2007, pp. 102-114.
Seydl 2009 Jon L. Seydl, “Contesting the Sacred Heart of Jesus in Late Eighteenth‒Century
⚔ 校
ポンペオ・バトーニの《イエスの聖心》について（蜷川）
【T：】Edianserver ／關西大學／文學論集／第69巻第⚓号／
蜷川順子 ⚔ 校
63
Rome,” in : Intorno a Batoni, Convegno internazionale, Roma, 3 e 4 marzo 2009, ed. by
Liliana Barroero, Lucca : Comitato Nazionale del III Centenario della Nascita di Pompeo
Batoni, 2009, pp. 93-105.
Streider 1976 Peter Streider, “Folk art Sources of Cranach’s woodcut of the sacred heart,”
Print Review [Wolfgang Stechow and Walter L. Strauss, eds., Tribute to Wolfgang
Stechow] 5(1976) pp. 160-166.
Vierhaus 1986 J. Vierhaus，該当項目『キリスト教人名辞典』日本基督教団出版局，1986年
［以下，『キリ人名』と略］
Young 2007 Louisa Young, “The Human Heart : An Overview,” in : James Peto, ed., The
Heart, New Haven : Yale University Press, 2007, pp. 1-30.
加藤 1986 加藤常昭『キリ人名』
坂本 1986 坂本堯『キリ人名』
鈴木 1997 鈴木宣明監修『アビラの聖女テレサの旅，続・アビラの聖女テレサとの対話』
高橋テレサ訳，聖母の騎士社，1997年．
田辺 1986 田辺保『キリ人名』
デクルー＆ゴー 2014 ベルナール・デクルー＆クリスチャン・ゴー『み心の信心のすすめ』
椿歌子編訳，ドン・ボスコ社，2014（2009）年．
出村 1986 出村彰『キリ人名』
蜷川 2017 蜷川順子『聖心のイコノロジー―宗教改革前後まで―』（関西大学東西学術研究
所研究叢刊55）関西大学出版部，2017年．
蜷川 2018 「「ルターの薔薇」の成立事情（講演録）」『関西学院大学キリスト教と文化研究
《特集》宗教改革500年』第19号（2018年），19-44ページ．
松本 2013 松本佐保『バチカン近代史―ローマ教皇たちの「近代」との格闘』中公新書，
2013年．
柳沼 2010 柳沼千賀子『聖フィリポ・ネリ―喜びの預言者』ドン・ボスコ新書，2010年．
図版出典一覧
Edgar Peters Bowron, Pompeo Batoni : A Complete Catalogue of His Paintings, New Haven
and London : Yale University Press, 2016. 図⚑，⚒，⚔，⚕，⚖，⚗，⚘，⚙，10
Jon L. Seydl, “Contesting the Sacred Heart of Jesus in Late Eighteenth‒Century Rome,” in :
Intorno a Batoni, Convegno internazionale, Roma, 3 e 4 marzo 2009, ed. by Liliana
Barroero, Lucca : Comitato Nazionale del III Centenario della Nascita di Pompeo Batoni,
2009. 図⚓
關西大學『文學論集』第 69 巻第 3号
【T：】Edianserver ／關西大學／文學論集／第69巻第⚓号／
蜷川順子 ⚔ 校
64
